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■ 当社では「日本の全ワイナリーのリストと、各ワイナリーの自社栽培・契約栽培ブドウ品種」を 2003 年から毎年継続的に調査し、ホームペー
ジで公開しています。( http://www.kitasangyo.com/Wine/Winery-List.html  )　最近更新したリスト、ed.11で 2014 年末現在の状況をまとめて
いて、その掲載数は 259の法人と個人。酒造免許を持つ学校や研究所、フルーツワインなど 25を除いた 234 社がブドウのワイナリーです。そ
の 234 社のデータを分析したのが最初のスライドです。

■　スライド左は、自社栽培・契約栽培の品種の出現頻度を示します。主要品種は 5つで、多い順にメルロ、シャルドネ、マスカットベーリーA、
カベルネ S、甲州。そのほかに多いのは、ヴィニフェラではピノノアール、カベルネ F、リースリング、ソービニオンBとほぼ世界スタンダード。
ラブルスカ・在来種ではデラウエア、巨峰、ヤマブドウ、ナイアガラ、という順です。

■　スライド右は創業年の分析。234 社中 85社＝ 36％が 2000 年以降（この 15年間）に創業したワイナリー。日本の酒類産業では珍しい、参入
が急増している分野であることがわかります。2000 年以降の参入者は、一番の産地の山梨では 79社中 9社＝ 11％と少ないけれど、新興産地
の北海道では 29社中 21社＝ 72％（！）です。

■　2020 年までにはさらに 40社程度が開業すると予測、1999 年以前開業の数と2000 年以降開業の数はほぼ拮抗すると思います。

■　「特産果樹生産動態等調査」では、「加工専用品種で醸造に使用した品種」は 60種類以上記載されています。収量の多い 3種、シャルドネ、メルロ、
カベルネ Sは、1つめのスライドとも合致します。60種を眺めると、聞きなれない名前も出てきます。

■ ヤマブドウはこの統計では加工専用品種に区分され、147トンが醸造に回されています。147トンはワイン向け使用量 14位。日本の多くのワ
イナリーがヤマブドウの製品化に取り組んでいるのが判ります。セイベル各種が多いのも日本ワインの特徴です。

ちょっと意外な酒類の統計、あまり知られていない統計データを、ビジュアルな資料で
ご紹介するコーナー。当社で蓄積しているデータを不定期連載でお届けします。お酒お酒 STATISTICS

ちょっと意外な、お酒の統計情
報紹介
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今回は「日本ワインのマーケットの分析」をご紹介します。
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■ このスライドは農水省の「特産果樹生産動態等調査」のうち「醸造用」を抽出して作成。醸造用はほぼワイン用と考え、グラフでは「ワイン用」
と表示しました。2012 年に日本で収穫されたブドウで醸造に回されたものは、専用品種 5,681トン＋食用品種の醸造利用 8,386トン＝約 1万
4,070トン。「ブドウ1Kgからワイン 1本（750ml）ができる」として、約 1,400 万本＝「約 1万 0,600KL」Ⓐの「日本ワイン」（＝国産ブドウ
のワイン）ができる計算。（若干はワイン以外に利用されるとしても、少なくとも1万 KL前後はあると推定。）

■　一方、国税庁によれば、平成 25年度（2013 年 4 月～ 2014 年 3月）の果実酒の「販売（消費）数量」は 33万 2,398KL Ⓑ。したがって 2013
年の日本のワイン市場全体における「日本ワイン」の比率は、Ⓐ /Ⓑ =1.06 万 KL/33.24 万 KL＝約 3％（！）に過ぎないことになります。（3％
は日経新聞などのメディアで近年何回か引用された数字と合致）　この 3％をさらに分類すれば、「生食用ブドウ（甲州、ナイアガラ、コンコー
ドなど）の日本ワイン」が約 2％で、「専用品種（シャルドネ、メルロ、Cソービニオンなど）の日本ワイン」はわずか約1％（！）にすぎません。

■　平成 25年度の国税庁の統計では果実酒の「輸入数量」が 25万 4,683KL Ⓒ、（国産の）「課税実数」が 10万 9,577KL Ⓓ、（国産の）「用途変更
後の製成数量」が 9万 3,189KL Ⓔ、などとなっていて、Ⓒ＋ⒹやⒸ＋Ⓔが販売数量Ⓑより多くなってしまいます。バルク輸入の国内壜詰めで
海外ブランド名で販売されるもの（税務上は国産）などがあり、どこまでが「国産ワイン」とは特定しにくいのですが、仮にⒹを国産ワインと
すれば、「国産ワイン」中の「日本ワイン」はⒶ /Ⓓ＝ 1.06 万 KL/10.96 万 KL＝約 10％（10本に 1本！）でしかありません。

■　グラフは県別収量を示しています。収量の多い県は、「加工専用品種」は北海道、長野、山形、山梨の順、「生食用品種」は長野、山梨です。こ
の種の調査では完全な補足は困難と思いますが、ほぼ正しい実態を示していると思います。

■ ワイン生産主要 4県の状況です。山梨：甲州とベーリーAが多く、専用品種の比率が低い、長野：ナイアガラ、コンコードについでメルロ、シャ
ルドネが多い、山形：シャルドネ、ベーリーA、メルロ、カベルネ Sが多いが、突出して多い品種がない、北海道：ケルナー、ツバイゲルト、
セイベル 13053、ミューラートゥルガウが多く、生食用品種は極めて少ない、など各県によって非常に特性が異なることがが読み取れます。

■　なお、A県産ブドウが必ずしもA県でワインになるわけではなく、B県や C県に輸送されてワインになるケースもあります。(text = t.kita)
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